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●
写
真
上
か
ら
田
子
中
学
校
、
田
子
小
学
校
、
上
郷
小
学
校
、
清
水
頭
小
学
校

はじめてのハッピーバースデイ
平成22年４月に生まれた満１歳のお友だちです。

●新井田有
ゆうせい

成ちゃん
Ｈ22.4.19

（向山・男の子）
待望の長男!  お姉ちゃ
んたちと仲良く遊ぼう
ね。

●宮川莉
り お

桜ちゃん
Ｈ22.4.30

（下田子・女の子）
兄ちゃんらにもまれ
て、元気に可愛く育っ
てね。

●沢頭望
み ひ ろ

宏ちゃん
Ｈ22.4.30

（西舘野・男の子）
食いしん坊のみーちゃ
ん。たくさん食べて大
きくなってね。

　

４
月
７
日
、
町
内
の
小
・
中
学
校

で
平
成
23
年
度
入
学
式
が
行
わ
れ
、

新
た
に
始
ま
る
学
校
生
活
へ
の
希
望

を
胸
に
新
入
生
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

田
子
中
学
校
は
67
人（
男
子
36
人
、

女
子
31
人
）、
田
子
小
学
校
は
28
人

（
男
子
14
人
、
女
子
14
人
）、
上
郷
小

学
校
は
４
人
（
男
子
４
人
）、
清
水

頭
小
学
校
は
４
人
（
男
子
２
人
、
女

子
２
人
）
が
入
学
。
そ
れ
ぞ
れ
在
校

生
や
先
生
方
の
歓
迎
を
受
け
、
元
気

よ
く
入
学
し
ま
し
た
。

希
望
を
胸
に　

小
・
中
学
校
で
入
学
式



2議会だより
問のマークは「お問い合わせ先」の意味です

★
一
般
質
問

◎
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
防
疫

体
制
に
つ
い
て

▼
宇
藤
議
員

　

町
に
は
、養
鶏
業
者
が
多
く
、

関
連
業
者
も
あ
る
。
口
蹄
疫
問

題
を
教
訓
に
感
染
被
害
封
じ
込

め
策
と
あ
わ
せ
、
徹
底
し
た
防

疫
体
制
の
強
化
に
努
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
町
と
し
て
の
今
後

の
対
応
を
伺
う
。

▼
町
長

　

発
生
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の

感
染
被
害
封
じ
込
め
策
に
つ
い

て
、
埋
却
、
焼
却
、
発
酵
消
毒

と
あ
る
中
か
ら
、
町
は
埋
却
処

分
で
対
応
す
る
。
こ
の
場
合
、

原
則
と
し
て
発
生
農
場
、
ま
た

は
そ
の
付
近
の
飼
養
者
の
所
有

す
る
土
地
に
埋
却
を
す
る
。
既

に
21
農
場
よ
り
指
定
処
分
場
所

の
提
出
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

　

今
後
の
防
疫
体
制
と
し
て
は
、

養
鶏
業
者
へ
の
指
導
は
家
畜
保

健
所
が
担
当
し
、
町
で
は
町
民

の
方
々
へ
の
情
報
提
供
、
消
毒

薬
の
配
布
等
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
る
。

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
確
認

さ
れ
る
と
、町
内
外
を
問
わ
ず
、

発
生
農
場
を
中
心
と
し
た
半
径

10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
は
移
動

制
限
が
さ
れ
、
青
森
県
主
導
に

よ
る
大
規
模
な
対
策
本
部
が
設

置
さ
れ
て
、
ま
ん
延
を
防
ぐ
た

め
の
殺
処
分
と
徹
底
し
た
消
毒

体
制
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
情
報
の
共
有

等
、
綿
密
な
連
携
の
も
と
で
役

割
と
機
能
を
分
担
し
対
応
す
る

た
め
、
町
の
対
策
本
部
の
設
置

も
必
要
と
な
る
。

◎
町
独
自
の
町
民
へ
の
支
援
に

つ
い
て

▼
宇
藤
議
員

　

高
騰
を
続
け
る
穀
物
や
資
材

料
、
毎
日
多
量
に
使
用
さ
れ
る

灯
油
等
の
光
熱
費
の
著
し
い
上

昇
に
よ
る
家
計
圧
迫
な
ど
、
町

民
の
疲
弊
は
極
度
に
達
し
て
い

る
と
推
測
さ
れ
る
。
町
独
自
の

地
域
振
興
券
交
付
事
業
創
設
を

要
望
し
た
い
。

▼
町
長

　

現
在
の
財
政
状
況
か
ら
地
域

振
興
券
の
町
独
自
の
実
施
は
考

え
て
い
な
い
が
、
町
民
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
に
、
こ
ど
も

医
療
費
助
成
事
業
の
中
学
生
ま

で
の
拡
大
、
保
育
料
の
３
分
の

１
の
軽
減
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児

用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
無
料

化
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
へ
の
助
成
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
発
行
へ
の
助
成
等
々

の
施
策
を
考
え
て
い
る
。

◎
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

▼
尾
形
議
員

　

働
く
場
、
職
場
の
確
保
と
子

育
て
環
境
の
充
実
に
つ
い
て
伺

う
。

▼
町
長

　

産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

第
１
次
産
業
で
あ
る
農
林
業
、

畜
産
業
い
ず
れ
の
業
種
も
価
格

の
低
迷
、
資
材
等
の
高
騰
、
後

継
者
不
足
な
ど
課
題
も
多
く
、

光
明
を
見
出
せ
な
い
状
況
に
あ

る
。
た
っ
こ
に
ん
に
く
は
地
域

団
体
登
録
商
標
に
認
定
さ
れ
て

お
り
、
に
ん
に
く
を
中
心
と
し

た
生
産
、
販
売
体
制
で
安
定
し

た
実
績
を
残
し
て
い
る
。
今
後

も
た
っ
こ
に
ん
に
く
を
先
導
役

と
し
て
、
認
定
農
業
者
等
を
中

心
に
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
野

菜
等
の
栽
培
に
取
り
組
み
、
農

家
経
営
の
安
定
を
目
指
す
。
今

後
は
更
に
第
２
次
、
第
３
次
と

付
加
価
値
の
高
い
加
工
開
発
に

取
り
組
む
と
と
も
に
町
商
工
会

は
農
商
工
連
携
等
人
材
育
成
事

業
に
よ
り
、
人
材
の
育
成
と
新

た
な
商
品
開
発
等
を
図
る
こ
と

が
今
後
の
起
業
、
起
こ
す
産
業

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
今
後
も
商
工
会
等
関
係
機

関
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

子
育
て
環
境
は
、
23
年
度
に

新
規
事
業
と
し
て
乳
幼
児
医
療

費
助
成
事
業
の
拡
大
版
と
し
て

町
内
に
住
所
を
有
す
る
中
学
生

以
下
の
医
療
費
に
つ
い
て
、
町

内
の
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場

合
に
限
り
、
所
得
制
限
な
し
で

自
己
負
担
額
を
無
料
化
す
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
学
童
保
育

は
、
独
立
し
た
施
設
で
運
営
で

き
る
よ
う
、
23
年
度
に
施
設
の

建
設
を
計
画
し
て
お
り
、
建
設

場
所
に
つ
い
て
は
結
論
に
達
し

て
い
な
い
た
め
、
今
後
と
も
検

討
を
重
ね
て
い
く
。

◎
教
育
に
つ
い
て

▼
尾
形
議
員

　

人
生
を
よ
り
よ
く
生
き
抜
く

平
成
23
年
３
月
定
例
会

　

定
例
会
は
２
月
24
日
に
招
集
さ
れ
、
３
月
４
日
ま
で
の
会
期
で

開
催
さ
れ
、
町
長
の
施
政
方
針
、
提
案
理
由
が
示
さ
れ
た
あ
と
、

提
出
さ
れ
た
報
告
２
件
、
議
案
20
件
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
掲
載
は
全
文
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●宇藤大介議員

●松橋良則町長

●尾形憲男議員
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た
め
、
人
間
性
、
人
間
力
の
向

上
の
た
め
の
教
育
対
策
を
示

せ
。
ま
た
、
４
月
よ
り
始
ま
る

新
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
に

つ
い
て
、
確
か
な
学
力
の
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
を
示
せ
。

▼
町
長

　

学
校
教
育
で
は
生
き
る
力
の

育
成
を
基
本
理
念
に
確
か
な
学

力
、
豊
か
な
心
、
健
や
か
な
体

の
調
和
の
と
れ
た
育
成
を
図
る

こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

学
校
で
は
、
学
習
や
生
活
習
慣

の
面
に
お
い
て
、
基
礎
、
基
本

が
身
に
つ
く
よ
う
最
大
限
努
め

て
い
る
が
学
校
内
の
指
導
だ
け

で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と

が
多
く
あ
る
の
で
家
庭
で
の
し

つ
け
や
協
力
が
最
も
重
要
で
あ

る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
教
育

長
か
ら
説
明
さ
せ
る
。

▼
教
育
長

　

人
間
力
強
化
の
た
め
に
は
学

校
、
家
庭
、
地
域
及
び
産
業
等

と
い
う
４
者
間
の
連
携
協
力
が

不
可
欠
で
あ
り
、
今
、
学
校
現

場
で
は
、
当
町
の
み
な
ら
ず
全

国
的
に
学
力
の
問
題
や
子
ど
も

の
生
活
習
慣
、
あ
る
い
は
規
範

意
識
の
低
下
な
ど
を
克
服
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
し
て

山
積
し
て
い
る
。
た
く
ま
し
く

生
き
る
た
め
に
基
礎
、
基
本
を

確
実
に
身
に
つ
け
、
い
か
に
社

会
が
変
化
し
よ
う
と
、
自
ら
考

え
、
問
題
を
解
決
す
る
能
力
や

健
康
、
体
力
の
向
上
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
な
か
、
新
学

習
指
導
要
領
は
、
小
学
校
で
は

平
成
23
年
度
か
ら
、
中
学
校
で

は
24
年
度
か
ら
完
全
実
施
と
な

る
。
こ
れ
ま
で
の
総
合
学
習
に

代
表
さ
れ
る
ゆ
と
り
教
育
か
ら

の
脱
却
で
あ
り
、
知
識
基
盤
社

会
の
時
代
に
生
き
る
力
を
う
た

い
、
総
合
学
習
の
時
間
が
大
幅

に
減
と
な
り
、
主
要
教
科
の
時

間
数
が
増
と
な
る
。
小
学
校
で

は
、
５
、
６
年
生
の
英
語
が
必

修
と
な
り
、
授
業
時
間
数
の
確

保
が
重
要
課
題
と
な
る
。ま
た
、

町
で
は
新
た
な
内
容
に
対
応
す

べ
く
、
町
独
自
に
小
中
学
校
へ

支
援
員
を
配
置
し
、
子
ど
も
た

ち
の
学
習
や
生
活
面
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
、
教
員
に
は
極
力
学
習

指
導
に
力
を
注
い
で
も
ら
え
る

よ
う
手
助
け
を
し
て
い
る
。

◎
環
境
対
策
に
つ
い
て

▼
尾
形
議
員

　

町
の
水
の
確
保
、
そ
れ
に
か

か
わ
る
森
林
は
今
後
も
守
ら
れ

る
の
か
、
ま
た
外
国
籍
の
方
の

森
林
所
有
は
あ
る
の
か
、ま
た
、

農
地
保
全
対
策
を
講
ず
る
た
め

に
、
農
業
委
員
会
の
職
員
を
増

員
し
、
農
地
、
特
に
畑
地
の
基

盤
整
備
等
に
取
り
組
む
べ
き
と

思
う
が
。

▼
町
長

　

現
在
、
町
が
管
理
し
て
い
る

水
道
水
源
は
、
上
水
道
、
簡
易

水
道
合
わ
せ
て
６
カ
所
で
、
そ

の
所
在
は
町
有
林
４
カ
所
、
国

有
林
、
民
有
林
が
そ
れ
ぞ
れ
１

カ
所
、
い
ず
れ
も
水
源
は
適
正

に
管
理
さ
れ
、
水
も
確
保
さ
れ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
、
現
在
、
町
内
に
お
い

て
、
森
林
簿
、
売
買
等
の
届
け

出
か
ら
、
外
国
籍
の
方
の
所
有

す
る
森
林
は
な
い
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
森
林
保
全
、
活
用

計
画
に
つ
い
て
は
、
森
林
を
保

全
す
る
た
め
、
町
森
林
整
備
計

画
及
び
森
林
施
業
計
画
に
基
づ

き
、
林
業
生
産
活
動
を
通
じ
た

森
林
整
備
を
進
め
て
い
く
。
ま

た
、
農
地
保
全
対
策
は
農
業
委

員
会
職
員
の
増
員
を
考
慮
し
全

体
的
な
職
員
配
置
の
中
で
考
え

る
。

　

ま
た
、畑
地
の
基
盤
整
備
は
、

当
町
の
地
形
上
か
ら
畑
地
の
大

面
積
化
や
整
備
後
の
集
積
等
、

ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
は
多
い
が
、

地
域
の
要
望
が
あ
れ
ば
取
り
組

む
こ
と
は
可
能
と
考
え
る
。

◎
行
政
機
構
の
変
更
に
つ
い
て

▼
尾
形
議
員

　

４
月
１
日
よ
り
機
構
改
革
を

す
る
ね
ら
い
を
伺
う
。
ま
た
、

課
長
級
の
定
年
者
が
い
る
が
、

円
滑
な
移
行
が
な
さ
れ
る
た
め

に
ど
の
よ
う
な
指
導
を
し
て
い

る
の
か
伺
う
。

▼
町
長

　

現
在
の
組
織
体
制
は
平
成
17

年
度
に
実
施
し
た
機
構
改
革
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
５

年
を
経
て
お
り
、
そ
の
間
、
診

療
所
、
老
健
施
設
へ
の
機
能
転

換
、
平
成
23
年
度
か
ら
の
保
育

園
の
民
営
化
な
ど
組
織
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て

き
て
い
る
こ
と
か
ら
現
在
の
組

織
体
制
の
抜
本
的
な
検
証
を
行

い
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等

を
考
慮
し
た
見
直
し
後
の
新
体

制
は
平
成
24
年
１
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
を
考
え
て
い
る
。た
だ
し
、

早
急
に
見
直
し
が
必
要
な
部
分

は
平
成
23
年
４
月
か
ら
実
施

し
、
そ
の
組
織
変
更
の
内
容
と

ね
ら
い
は
田
子
町
国
民
健
康
保

険
高
齢
者
保
健
福
祉
支
援
セ
ン

タ
ー
、
い
わ
ゆ
る
せ
せ
ら
ぎ
の

郷
を
権
限
を
持
っ
た
組
織
に
格

上
げ
し
、
課
長
級
を
配
置
し
て

業
務
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
ま
た
、
タ
プ
コ
ピ

ア
ン
プ
ラ
ザ
を
指
定
管
理
者
制

度
に
基
づ
く
管
理
に
切
り
か
え

る
た
め
、
職
員
を
引
き
上
げ
、

総
務
課
に
移
す
。

　

ま
た
、
た
っ
こ
に
ん
に
く
の

新
品
種
の
種
子
確
保
、
ブ
ラ
ン

ド
管
理
、
生
産
拡
大
等
を
一
体

的
に
推
進
す
る
た
め
、
た
っ
こ

に
ん
に
く
振
興
室
を
新
設
す
る
。

◎
若
者
定
住
化
対
策
に
つ
い
て

▼
山
本
議
員

①
住
宅
整
備
に
つ
い
て
、
②
就

●秋元正孝教育長

●山本晴美議員
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被
災
地
へ　

町
内
で
も
支

援
の
輪
広
が
る

　

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災

の
被
災
者
の
た
め
に
田
子
町
で

も
支
援
物
資
の
受
付
が
行
わ

れ
、
町
民
か
ら
多
く
の
善
意
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
３
月
23
日
に
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

と
、
上
郷
公
民
館
に
受
付
窓
口

を
開
設
し
、
朝
か
ら
た
く
さ
ん

の
人
々
が
支
援
物
資
を
持
ち
込

ん
で
い
ま
し
た
。
窓
口
の
受
付

が
終
わ
る
と
、
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
支
援
物
資
の
仕
分
け

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て

３
月
28
日
に
、
多
く
の
支
援
物

資
を
乗
せ
た
ト
ラ
ッ
ク
２
台
が

役
場
前
か
ら
八
戸
市
に
向
け
て

出
発
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
赤
十
字
社
田
子

分
区
、
田
子
町
共
同
募
金
委
員

会
な
ど
に
は
多
く
の
義
援
金
も

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

田
子
小
学
校
の
卒
業
児
童

（
坂
上
優
人
代
表
）
55
人
と
保

議会だより・トピックス

支援物資受付の様子

義援金を手渡す児童代表と保護者代表

ト
ピ
ッ
ク
ス

職
及
び
働
く
場
の
環
境
整
備
に

つ
い
て
、
③
若
者
の
活
動
へ
の

支
援
及
び
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参

画
に
つ
い
て
、
④
後
継
者
育
成

支
援
、
結
婚
活
動
支
援
、
子
育

て
支
援
等
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
か
。

▼
町
長

　

こ
の
対
策
の
一
環
と
し
て
は

こ
れ
ま
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

に
よ
る
公
共
交
通
の
環
境
整

備
、
保
育
料
の
一
律
３
分
の
１

軽
減
に
よ
る
子
育
て
環
境
の
充

実
、
保
育
所
の
民
営
化
に
よ
る

保
育
環
境
の
充
実
、
学
童
保
育

の
充
実
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

無
料
化
な
ど
若
者
の
定
住
環
境

対
策
を
講
じ
て
き
た
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
は
若
者

定
住
対
策
と
し
て
若
者
定
住
促

進
住
宅
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

今
後
は
、
現
在
整
備
中
の
住
宅

の
入
居
申
し
込
み
状
況
等
を
考

慮
し
、
５
カ
年
計
画
に
よ
り
計

画
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
若
者
定
住

対
策
と
し
て
民
間
住
宅
家
賃
補

助
制
度
の
創
設
、
正
規
雇
用
や

後
継
者
確
保
事
業
者
へ
の
雇
用

奨
励
金
制
度
の
創
設
、
こ
ど
も

医
療
費
の
助
成
事
業
の
創
設
等

に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
今
後
の
大
き
な
課
題

と
し
て
抱
え
て
い
る
雇
用
の
場

や
働
く
場
の
充
実
で
あ
る
が
、

就
任
以
来
、
企
業
誘
致
対
策
に

も
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
効
果

が
見
え
に
く
い
状
態
で
あ
り
、

今
後
も
非
常
に
困
難
な
状
況
に

は
あ
る
が
、な
お
一
層
働
く
場
、

雇
用
の
場
を
つ
く
る
よ
う
、
一

層
努
力
し
て
い
く
。

　
◎
田
子
町
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
、
30
年
、
50
年
の
計
に
つ
い

て▼
山
本
議
員

　

町
長
は
将
来
像
を
描
く
と
き

そ
の
将
来
予
測
と
目
指
す
べ
き

将
来
像
の
違
い
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か
。
ま
た
、
目
指
す
将

来
像
づ
く
り
に
近
づ
く
た
め
の

年
次
目
標
を
含
め
て
そ
の
目
標

設
定
と
効
果
的
政
策
に
つ
い
て

の
方
針
を
示
せ
。

▼
町
長

　

30
年
後
、
50
年
後
を
見
据
え

た
確
固
た
る
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
ち
、
さ
ら
に
は
そ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
ど
お
り
に
実
現
に
向
け
て

積
み
上
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と

は
極
め
て
困
難
な
時
代
で
あ
る

が
、
町
民
の
幸
せ
の
た
め
に
長

期
的
な
テ
ー
マ
を
持
っ
て
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
は

必
要
で
あ
る
。

　

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
極
め
の

有
効
性
は
、
国
に
お
い
て
も
全

国
総
合
計
画
の
策
定
が
見
送
ら

れ
る
中
、
町
の
長
期
計
画
は
今

後
、
町
の
総
合
計
画
で
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎
議
会
活
動
４
年
間
の
総
括
に

つ
い
て

▼
山
本
議
員

　

町
長
は
議
会
に
対
す
る
期
待

と
今
後
の
議
会
に
望
む
こ
と
、

さ
ら
に
は
、
町
長
が
望
む
町
長

と
議
会
、
職
員
の
あ
り
方
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。

▼
町
長

　

町
長
と
議
会
は
ま
さ
に
車
の

両
輪
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
一
方

が
欠
け
て
も
前
に
進
む
こ
と
が

で
き
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

両
輪
が
正
し
い
緊
張
関
係
を
持

っ
て
事
に
当
た
っ
て
い
く
こ
と

が
望
ま
し
い
形
で
あ
る
。
町
民

の
福
祉
向
上
の
た
め
の
施
策
執

行
は
、
こ
れ
ま
で
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
利
用
料

の
無
料
化
、
田
子
中
学
校
の
大

規
模
改
造
及
び
耐
震
補
強
事

業
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
開

設
等
々
、
多
く
の
施
策
を
執
行

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
評

価
は
町
民
の
皆
様
に
判
断
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
適
当
で
あ
り
、

お
互
い
緊
張
感
を
持
っ
て
車
の

両
輪
と
し
て
町
民
の
幸
せ
の
た

め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
ま

た
、町
民
が
望
む
町
長
と
議
会
、

そ
し
て
職
員
は
、
町
民
の
福
祉

の
向
上
の
た
め
、
町
発
展
の
た

め
に
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る

こ
と
が
議
会
及
び
職
員
の
望
ま

し
い
姿
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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間
の
思
い
出
と
保
護
者
や
先

生
、
地
域
の
方
々
へ
の
感
謝
の

思
い
を
胸
に
、「
思
い
や
り
の

あ
る
た
く
ま
し
い
中
学
生
に
な

る
」
と
誓
い
ま
し
た
。

●
清
水
頭
小
学
校
で
は
、
３
月

18
日
に
平
成
22
年
度
卒
業
証
書

授
与
式
が
行
わ
れ
、
７
人
（
男

子
５
人
、
女
子
２
人
）
に
卒
業

証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
卒

業
生
は
、
卒
業
記
念
に
作
詞
し

た
「
清
水
頭
を
旅
立
つ
日
に
」

を
歌
い
、「
清
水
頭
小
学
校
で

学
ん
だ
自
信
と
誇
り
を
持
っ

て
、
立
派
な
中
学
生
に
な
り
ま

す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

●
田
子
小
学
校
で
は
、
３
月
19

日
に
平
成
22
年
度
卒
業
証
書
授

与
式
が
行
わ
れ
、
55
人
（
男
子

29
人
、
女
子
26
人
）
に
卒
業
証

書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業

た
先
生
方
に
花
束
と
寄
せ
書
き

を
贈
り
、
保
育
園
で
の
思
い
出

を
胸
に
小
学
校
１
年
生
に
希
望

を
ふ
く
ら
ま
せ
ま
し
た
。

●
田
子
保
育
園
は
、
３
月
17
日

に
卒
園
式
を
行
い
、
22
人
（
男

子
11
人
、
女
子
11
人
）
の
園
児

が
保
育
証
書
を
授
与
さ
れ
、
一

人
一
人
、
保
育
園
で
の
思
い
出

や
、
先
生
、
保
護
者
へ
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
、「
す
て
き
な

１
年
生
に
な
り
ま
す
」
と
お
別

れ
の
言
葉
を
発
表
し
ま
し
た
。

●
３
月
17
日
、
田
子
幼
稚
園
で

平
成
22
年
度
卒
園
式
が
行
わ

れ
、
８
人
（
男
子
５
人
、
女
子

３
人
）
の
園
児
が
卒
園
証
書
を

授
与
さ
れ
、「
お
別
れ
の
詞
」

で
楽
し
か
っ
た
幼
稚
園
の
思
い

出
を
発
表
し
、
お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

護
者
（
日
澤
勇
代
表
）
は
、
19

日
の
卒
業
式
に
予
定
し
て
い
た

謝
恩
会
と
茶
話
会
を
中
止
し
て

運
営
費
か
ら
５
万
５
千
円
を
義

援
金
と
し
て
送
る
こ
と
に
決

め
、
23
日
、
同
校
で
町
赤
十
字

奉
仕
団
（
宮
村
純
吉
委
員
長
）

に
手
渡
し
ま
し
た
。

被
災
地
へ
町
職
員
を
派
遣

　

町
で
は
、
４
月
10
日
か
ら
14

日
ま
で
の
５
日
間
、
宮
城
県
名

取
市
の
避
難
所
で
保
健
支
援
活

動
を
行
う
た
め
、
町
職
員
（
保

健
師
２
名
・
事
務
職
１
名
）
を

派
遣
し
ま
し
た
。

　

４
月
８
日
に
は
、
出
発
に
あ

た
り
松
橋
良
則
町
長
が
「
約
４

時
間
の
移
動
な
の
で
道
中
は
気

を
つ
け
て
、
そ
し
て
思
い
っ
き

り
支
援
を
し
て
き
て
く
だ
さ
い
」

え
、
手
紙
を
手
渡
し
ま
し
た
。

学
舎
に
別
れ
、
各
小
学
校

で
卒
業
式

●
３
月
18
日
、上
郷
小
学
校
で
、

平
成
22
年
度
卒
業
証
書
授
与
式

が
行
わ
れ
、６
人
（
男
子
２
人
、

女
子
４
人
）
に
卒
業
証
書
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
は
、

「
門
出
の
こ
と
ば
」
で
、
６
年

と
、
派
遣
さ
れ
る
職
員
を
激
励

し
ま
し
た
。

小
学
１
年
生
に
希
望
ふ
く

ら
ま
せ
、
卒
園
式

●
上
郷
保
育
園
で
は
、
３
月
15

日
、
平
成
22
年
度
卒
園
式
が
行

わ
れ
、
６
人
（
男
子
４
人
、
女

子
２
人
）
の
園
児
が
保
育
証
書

を
授
与
さ
れ
、
お
世
話
に
な
っ

町長に激励を受ける職員。（左から）木谷健悦主幹、
伊藤睦子主任保健師、酒井千鶴子主任保健師

田子保育園の卒園児 上郷保育園の卒園児

田子幼稚園の卒園児

上郷小学校の卒業児童清水頭小学校の卒業児童

田子小学校の卒業児童
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委
員
会
組
織
会
が
開
か
れ
、
田

沼
義
行
さ
ん
が
教
育
委
員
長

に
、
北
村
栄
子
さ
ん
（
南
側
）

が
職
務
代
行
者
に
決
ま
り
ま
し

た
。

固
定
資
産
評
価
委
員
に
辞

令
交
付

　

３
月
16
日
、
田
子
町
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
辞

令
交
付
式
が
行
わ
れ
、
月
舘
勝

男
さ
ん
（
遠
瀬
）
に
辞
令
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。
月
舘
さ
ん
は

２
期
目
で
、
任
期
は
平
成
26
年

３
月
15
日
ま
で
で
す
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
た
価
格
に
対
し
て
納
税

義
務
者
か
ら
不
服
申
出
が
あ
っ

た
場
合
、
第
三
者
機
関
と
し
て

必
要
な
調
査
や
審
査
等
の
事
務

を
行
い
ま
す
。

　

現
在
、
田
子
町
固
定
資
産
評

生
は
、「
門
出
の
詩
」
で
、
６

年
間
の
思
い
出
や
支
え
て
く
れ

た
先
生
や
家
族
、
地
域
の
方
々

に
感
謝
し
、
輝
か
し
い
未
来
を

目
指
し
て
羽
ば
た
く
こ
と
を
誓

い
ま
し
た
。

教
育
委
員
に
辞
令
交
付

　

３
月
17
日
、
田
子
町
教
育
委

員
会
委
員
辞
令
交
付
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
田
子
町

教
育
委
員
会
委
員
に
任
命
さ
れ

た
の
は
、
田
沼
義
行
さ
ん
（
上

野
）
と
市
村
一
幸
さ
ん
（
茂
市
）

で
す
。

　

田
沼
さ
ん
は
３
期
目
、
市
村

さ
ん
は
新
た
な
教
育
委
員
と
し

て
、
松
橋
町
長
か
ら
、
平
成
23

年
３
月
17
日
か
ら
平
成
27
年
３

月
16
日
ま
で
４
年
間
を
任
期
と

す
る
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
田
子
町
教
育

価
審
査
委
員
会
の
委
員
は
、
大

野
雪
男
さ
ん
（
七
日
市
）、
長

澤
壽
郎
さ
ん
（
野
月
）、
月
舘

勝
男
さ
ん
の
３
人
で
す
。

矢
守
勇
さ
ん
赤
十
字
奉
仕

団
表
彰

　

日
本
赤
十
字
青
森
県
支
部
田

子
町
分
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

分
団
班
長
の
矢
守
勇
さ
ん
（
七

日
市
）
が
赤
十
字
奉
仕
団
団
員

功
労
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

３
月
８
日
、
役
場
町
長
室
で

伝
達
式
が
あ
り
、矢
守
さ
ん
は
、

平
成
17
年
４
月
か
ら
赤
十
字
活

動
に
従
事
し
、
今
回
、「
赤
十

字
事
業
の
進
展
に
尽
く
し
多
大

の
功
績
が
あ
っ
た
」
と
し
て
青

森
県
支
部
長
の
三
村
申
吾
県
知

事
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
田

子
町
分
区
長
の
松
橋
町
長
か
ら

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

岩
間
い
と
さ
ん
百
歳
敬
老

祝
金
贈
呈
式

　

３
月
15
日
、
三
戸
老
人
ホ
ー

ム
で
、
13
日
に
満
１
０
０
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
た
岩
間
い
と
さ

ん
（
夏
坂
）
の
百
歳
敬
老
祝
金

贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

岩
間
さ
ん
は
明
治
44
年
旧
上

郷
村
生
ま
れ
。
子
ど
も
７
人
、

孫
12
人
、曾
孫
６
人
に
恵
ま
れ
、

現
在
三
戸
老
人
ホ
ー
ム
で
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

秋
元
教
育
長
は
「
田
子
町
に

は
百
歳
以
上
の
方
が
５
名
い
る

が
皆
さ
ん
元
気
で
生
活
し
て
い

る
こ
と
が
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

り
、
ま
す
ま
す
健
康
で
長
生
き

し
て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
祝
福

し
ま
し
た
。

辞令を交付される田沼さん（左）と市村さん

百歳敬老祝金が贈られた岩間さん（中央）

辞令を交付される月舘さん

感謝状が贈られた矢守さん

【新規採用職員の紹介】〜将来の田子町を担う若い力〜
　①氏名、所属・役職 ②出身、年齢 ③趣味 ④抱負

①清水 秀幸（しみず ひでゆき）、
総務課主事②七日市出身、24
歳③筋トレ④役場の業務と一緒
に、町民の皆さんの顔も早く覚
えたいです。

①村木 孝行（むらき たかゆき）、
経済課主事②細野出身、27歳
③釣り、スノーボード④一つ一
つ仕事を覚えて、町民の皆さん
のためになる仕事を精一杯頑張
ります。

①袖村 静香（そでむら しずか）、
町民課主事②袖平出身、22歳
③焼肉を食べに行くこと④毎日
笑顔を心掛けて頑張りたいと思
います。

①小村 英之（こむら ひでゆき）、
老健たっこ作業療法士②南部町

（旧福地村）出身、24歳③ラン
ニング、音楽鑑賞、ショッピン
グ④ケガのほか心のケアもして、
以前のような自分らしい生活に
近づけるよう治療したいです。
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○
貸
出
券
と
借
り
た
い
本
な
ど

を
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

○
貸
出
券
の
な
い
方
は
申
込
書

に
記
入
し
、
貸
出
券
を
お
作
り

く
だ
さ
い
。

▼
返
す
と
き

○
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
返
し
く
だ

図書館情報

●考え方
▽ファーストクラスに乗る人

のシンプルな習慣／コミュ
ニケーション編／159ミ

▽シンプルを極める／ドミニ
ック・ローホー／159ロ

●社会
▽日本の覚悟／櫻井よしこ／

304サ
▽老いの才覚／曽野綾子／

367ソ
●生活・料理・手芸
▽武士の食卓／緋宮栞那／

596ヒ
▽きもの Salon'11春夏号／

593キ
▽エコクラフトで作る石畳編

みのかごとバッグ／754キ
●農業、園芸など
▽農家が教える雑穀・ソバ／

616ノ
▽フラワーアレンジはじめて

ＢＯＯＫ／627イ
●時代小説
▽古着屋総兵衛影始末③抹殺

④停止／佐伯泰英／913サ
▽冥府小町／土御門家・陰陽

事件簿／澤田ふじ子／913
サ

▽江／姫たちの戦国／上中下
巻／田渕久美子／913タ

▽天女湯おれん春色恋ぐるい

／諸田玲子／913モ
●ミステリー
▽子子家庭の身代金／赤川次

郎／913ア
▽三毛猫ホームズは階段を上

る／赤川次郎／913ア
▽十津川警部日本縦断長篇ベ

スト選集03、04 ／西村京
太郎／913ニ

▽十津川警部京都から愛をこ
めて／西村京太郎／913ニ

▽神戸25メートルの絶望／
西村京太郎／913ニ

▽麒麟の翼／東野圭吾／913
ヒ

▽放課後はミステリーととも
に／東川篤哉／913ヒ

●そのほかの小説など
▽田辺聖子の古典まんだら／

上下巻／910タ
▽ポリティコン／上下巻／桐

野夏生／913キ
▽弦と響／小池昌代／913コ
▽蛇と月と蛙／田口ランディ

／913タ
▽トモスイ／高樹のぶ子／

913タ
▽花桃実桃／中島京子／913

ナ
●エッセイ
▽やわらかなレタス／江國香

織／914エ
▽佐野洋子対談集人生のきほ

ん／914サ
▽村上春樹雑文集／914ム

どうぞ図書館をご利用ください

こ
ど
も
の
読
書
週
間

　

４
月
23
日
「
子
ど
も
読
書
の

日
」
か
ら
５
月
５
日
「
こ
ど
も

の
日
」
を
は
さ
ん
だ
３
週
間
は

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

で
す
。
本
に
親
し
ま
せ
、

読
書
の
楽
し
さ
を
子
ど

も
に
伝
え
る
の
は
大
人

の
役
目
で
す
。
図
書
館

で
は
お
す
す
め
絵
本
の

展
示
を
し
て
、
み
な
さ

ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
も
大
人
も
挑
戦
で
き

る
「
春
の
読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
」
は
５
月
29
日
ま
で
実
施
中

で
す
。

図
書
館
利
用
の
ご
案
内

　

図
書
館
は
無
料
で
誰
で
も
利

用
で
き
ま
す
。

▼
貸
出
数
・
貸
出
期
間

○
本
（
雑
誌
を
含
む
）

　

５
冊
ま
で
・
２
週
間

○
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど

　

３
枚
ま
で
・
１
週
間

▼
借
り
る
と
き

図
書
館
お
や
す
み
カ
レ
ン
ダ
ー

▼
色
の
濃
い
日
が
休
館
日
で
す
。

図
書
館
の
開
館
時
間

　

水
〜
土 

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　

日
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

図
書
館
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
祝
日
・

第
４
木
曜
日
（
館
内
整
理
日
）

　

田
子
町
立
図
書
館☎

20
‐
７
２
２
１

５
月
の
図
書
館
行
事

▼
３
／
26
（
土
）
～
５
／
29
（
日
）

春
の
読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

▼
５
／
14
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん

ク
ラ
ブ
「
は
る
」
の
折
り
紙
作
り

▼
５
／
18
（
水
）
午
前
10
時
～

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
紹
介
／
せ
せ
ら

ぎ
の
郷

▼
５
／
28
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん

ク
ラ
ブ
「
ど
う
ぶ
つ
」
の
折
り
紙

作
りさ

い
。
貸
出
券
は
い
り
ま
せ
ん
。

○
図
書
館
が
閉
ま
っ
て
い
る
と

き
は
、
図
書
館
入
口
に
あ
る
ブ

ッ
ク
ポ
ス
ト
に
返
し
て
く
だ
さ

い
。（
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
は

カ
ウ
ン
タ
ー
へ
直
接
お
返
し
く

だ
さ
い
。）

▼
借
り
た
い
本
が
な
い
と
き

○
図
書
館
内
の
パ
ソ
コ
ン
で
本

を
探
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
職
員
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

　

本
を
借
り
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、新
聞
や
雑
誌
も
あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

り
、
ビ
デ
オ
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
図
書
館
で
く
つ
ろ
い

だ
時
間
を
す
ご
し
ま
せ
ん
か
？

図
書
館
情
報

友
だ
ち
１
０
０
冊
つ
く
る
ん
だ

こ
ど
も
の
読
書
週
間
４
／
23
〜
５
／
12 　
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た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

以
下
の
講
座
の
詳
し
い
日
程

等
は
、
中
央
公
民
館
、
上
郷
公

民
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
ス
ト
レ
ッ
チ
ヨ
ガ
講
座

●
生
花
講
座

●
水
曜
わ
ん
ぱ
く
じ
ゅ
く

農
山
村
広
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

　

向
山
地
区
の
農
山
村
広
場
が

開
放
さ
れ
ま
し
た
。

　

芝
生
広
場
、
交
流
広
場
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
、
東
屋
等
が

あ
り
、
散
歩
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
等
に
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

団
体
等
の
ご
利
用
の
場
合

は
、
事
前
に
教
育
委
員
会
の
許

可
を
得
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
整
備
完
了
し

だ
い
Ｔ
Ｃ
Ｖ
等
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

公
民
館
情
報

■
行
事
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
田
子
町
中
央
公
民
館
（
☎

20
‐
７
０
７
０
）
ま
た
は
上
郷
公
民
館
（
☎
33
‐
１
８
１
１
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ゴ
ミ
等
は
必
ず
持
ち

帰
る
な
ど
マ
ナ
ー
は
お
守
り
く

だ
さ
い
。

▼
開
放
時
間

　

午
前
８
時
～
午
後
７
時

　

用
具
利
用
の
際
は
公
民
館
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

公
民
館
講
座
の
お
知
ら
せ

●
神
楽
講
座
開
講
式

▽
と
き　

５
月
下
旬
▽
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
▽
申
込
期

限　

随
時

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど
な

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
手
当
に
つ
い
て
の
お
知

ら
せ

▼
児
童
扶
養
手
当

　

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、

父
や
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
な
い
児
童
を
養
育
さ
れ
て
い

る
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
、
生
活

の
安
定
と
自
立
を
助
け
、
児
童

の
福
祉
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
18
歳
に

達
し
た
年
の
年
度
末
ま
で
（
障

害
を
も
っ
た
児
童
に
つ
い
て
は

20
歳
未
満
）
の
児
童
を
監
護
し

て
い
る
父
ま
た
は
母
、
あ
る
い

は
養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
平
成
22
年
８
月
か
ら
父
子
家

庭
に
も
受
給
資
格
が
拡
大
さ
れ

て
お
り
ま
す
）

◎
支
給
さ
れ
な
い
場
合

 

・
事
実
上
の
婚
姻
関
係
に
あ
る

と
き

 

・
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る

と
き

 

・
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

い
る
と
き

◎
所
得
制
限

　

手
当
を
受
け
る
人
や
扶
養
義

務
者
の
所
得
か
ら
、
手
当
の
全

部
ま
た
は
一
部
が
支
給
停
止
さ

れ
ま
す
。（
事
実
婚
や
養
育
費

等
に
つ
い
て
も
正
確
に
申
告
願

い
ま
す
）

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の

あ
る
児
童
の
福
祉
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の

あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
監

護
、
養
育
す
る
父
ま
た
は
母
か

養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
支
給
さ
れ
な
い
場
合

 

・
児
童
が
障
害
事
由
の
年
金
を

受
給
し
て
い
る
と
き

 

・
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い

る
と
き

◎
所
得
制
限

　

父
母
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の

所
得
が
一
定
以
上
あ
る
と
き
。

　

支
給
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は

役
場
福
祉
課
（
☎
20
‐
７
１
１

９
）
ま
で
。

児
童
福
祉
週
間
の
お
知
ら
せ

５
月
５
日
か
ら
５
月
11
日
ま
で

の
１
週
間

●
児
童
福
祉
週
間
と
は

　

毎
年
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も

の
日
」
を
中
心
に
、
国
、
地
方

公
共
団
体
、
家
庭
、
学
校
、
福

祉
関
係
機
関
・
団
体
、
児
童
福

祉
施
設
、
企
業
及
び
地
域
社
会

等
、社
会
全
体
が
一
体
と
な
り
、

各
種
の
啓
発
事
業
や
行
事
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
児
童
福
祉

の
理
念
を
よ
り
広
く
知
ら
せ
、

子
ど
も
を
取
り
巻
く
い
ろ
い
ろ

な
問
題
へ
の
社
会
の
関
心
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

各
地
で
行
わ
れ
る
児
童
福
祉

週
間
の
催
し
に
参
加
し
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育

お
知
ら
せ

道具の貸出も行っています

男の子も募集しています

第
63
回
三
戸
郡
総
合
体
育

大
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

６
月
11
日
（
土
）
～
12
日

（
日
）
の
２
日
間
、
新
郷
村
を

主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳

し
い
日
程
等
は
次
回
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。
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に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
人
権
侵
害

に
つ
い
て
の
相
談
や
日
常
生
活

で
の
困
り
ご
と
、
遺
産
相
続
、

近
所
な
ど
で
の
ト
ラ
ブ
ル
等
、

無
料
で
相
談
に
の
り
ま
す
。

▽
氏
名　

三
上
佑
藏
▽
住
所　

田
子
町
大
字
石
亀
字
道
地
32
‐

８
☎
33
‐
１
０
２
５

問
役
場
町
民
課
住
民
環
境
グ
ル

ー
プ
☎
20
‐
７
１
１
３

犬
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ま
へ

▼
犬
の
登
録
に
つ
い
て

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
届
け

出
が
な
い
と
、
犬
が
死
亡
し
て

い
て
も
予
防
注
射
通
知
ハ
ガ
キ

が
届
き
ま
す
。

▼
狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て

○
毎
年
１
回
、
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

予
防
注
射
料
は
、
１
頭
に
つ

き
３
０
０
０
円
で
す
。

　
「
狂
犬
病
予
防
法
第
５
条
」
に

よ
り
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
毎

年
１
回
受
け
さ
せ
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。

▽
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ

○
飼
い
犬
は
必
ず
登
録
し
ま
し

ょ
う
。

　

登
録
手
数
料
は
、
１
頭
に
つ

き
３
０
０
０
円
で
す
。（
生
涯
１

回
）

　
「
狂
犬
病
予
防
法
第
４
条
」
に

よ
り
、
生
後
91
日
以
上
の
犬
は

登
録
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

▽
犬
の
登
録
申
請
を
し
な
い
場

合
の
罰
則
規
定

　
「
狂
犬
病
予
防
法
第
27
条
」
に

よ
り
、
20
万
円
以
下
の
罰
金
。

※
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
り
、
犬

が
死
亡
し
た
時
は
必
ず
町
民
課

せ
な
い
場
合
の
罰
則
規
定

　
「
狂
犬
病
予
防
法
第
27
条
」
に

よ
り
、
20
万
円
以
下
の
罰
金
。

◎
町
で
は
毎
年
、
春
と
秋
に
町

内
各
所
で
集
合
の
登
録
受
付
・

注
射
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

登
録
済
み
の
方
に
は
、「
ハ
ガ

キ
」
で
通
知
を
し
ま
す
の
で
必

ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

集
合
注
射
を
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
場
合
は
、
動
物
病
院
に
て

接
種
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
役
場
町
民
課
住
民
環
境
グ
ル

ー
プ
☎
20
‐
７
１
１
３

ち
や
、
家
庭
や
地
域
社
会
の
子

育
て
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か

け
と
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

人
権
擁
護
委
員
交
代
の
お

知
ら
せ

　

こ
れ
ま
で
法
務
大
臣
の
委
嘱

に
よ
り
人
権
擁
護
委
員
を
務
め

て
い
た
坂
下
文
明
氏
が
平
成
23

年
３
月
31
日
を
も
っ
て
退
任
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
平
成
23
年
４
月

１
日
か
ら
三
上
佑
藏
氏
が
新
た

平成23年度　狂犬病予防注射実施スケジュール
月日 対象地域 実施場所 実施時間

5
月
９
日
（
月
）

細　野 細野地区研修センター 　９：００ 〜　９：１５
宮　野 坂上富哉様宅前 　９：２０ 〜　９：３５
明土平 白澤英子様宅前 　９：４０ 〜　９：５０
上相米 相米へき地保健福祉館 １０：００ 〜１０：１５
柴　倉 柴倉十字路付近 １０：２５ 〜１０：３５
根　渡 蔵王神社前 １０：４５ 〜１０：５５
甲　地 鹿島武治様宅前 １１：０５ 〜１１：１５
風　張 田子町商工会館前 １１：３０ 〜１１：４５
上　野 上野阿弥陀堂前 １３：００ 〜１３：１５
日ノ沢 山本隆一様宅前 １３：２５ 〜１３：３５
下田子・
塚ノ上ミ 下田子生活館 １３：４０ 〜１３：５０

舞　手 舞手十字路付近 １３：５５ 〜１４：０５
サンモール・中
下本町

農業者トレーニングセン
ター

１４：１５ 〜１４：５０

5
月
10
日
（
火
）

種　子 種子橋付近 　９：１５ 〜　９：３０
川　向 川向橋付近 　９：４０ 〜　９：５０
堅　田 堅田中央付近 １０：００ 〜１０：０５
池振・
野畦沢 井上悦友様宅前 １０：１５ 〜１０：２５

野々上 旧野々上住宅入口付近 １０：３０ 〜１０：４５
南側・北側 親水公園前 １０：５５ 〜１１：１０
七日市 澤口豊様宅付近 １１：１５ 〜１１：３５
大　王 大王橋付近 １３：００ 〜１３：１０
川　代 川村政一様宅前 １３：２０ 〜１３：３０
椛　山 県道椛山橋付近 １３：４０ 〜１３：４５
袖　平 袖平生活館 １３：５５ 〜１４：０５

清水頭 清水頭地区総合研修セン
ター

１４：１５ 〜１４：３０

5
月
11
日
（
水
）

野　月 野月生活館 　９：００ 〜　９：１５

矢田郎 矢田郎地区コミュニティ
消防センター

　９：２０ 〜　９：３５

新井田 新井田集落入口 　９：５０ 〜１０：００
向　山 中平弘様宅前 １０：０５ 〜１０：１５
上ノ平 上ノ平生活館 １０：２５ 〜１０：４５
西舘野 川守田明子様宅横 １０：５０ 〜１１：００
長　坂 坂本商店付近 １１：１０ 〜１１：２５
干草場 干草場生活館 １１：３０ 〜１１：４５

5
月
12
日
（
木
）

衣　更 大村昇様宅前 　９：１５ 〜　９：３０
雀ヶ平 高沢健一様宅横 　９：４０ 〜　９：５５
野　面 川端政治様宅付近 １０：００ 〜１０：１５
　ノ実 滝上和様宅付近 １０：２０ 〜１０：３０
長　沢 長沢集落中央付近 １０：４０ 〜１０：５０
飯　豊 飯豊生活館 １０：５５ 〜１１：１０
原 原田あさ様宅横 １１：１５ 〜１１：３０

道地・石亀・
杉本 石亀地区研修センター １３：１５ 〜１３：３０

茂　市 茂市地区担い手センター １３：３５ 〜１３：４５
道　前 上郷公民館 １３：５５ 〜１４：１５

5
月
13
日
（
金
）

夏　坂 夏坂へき地保健福祉館 １０：００ 〜１０：１５
関 関所橋付近 １０：２５ 〜１０：４５
山　口 山口生活館 １０：５０ 〜１１：００
嘉　沢 嘉沢地区集落センター １１：０５ 〜１１：２０
新　田 新田へき地保健福祉館 １３：１５ 〜１３：３５
遠　瀬 遠瀬生活館 １３：４５ 〜１３：５５
水　亦 すずらん館 １４：１５ 〜１４：２５



10お知らせ

「田子町子ども医療費助成事業」
実施のお知らせ

～中学校卒業までのお子様の保護者の皆様へ～
町内医療機関での医療費が助成されます

　町では、町内医療機関の利用の促進と少子化対策の
一環として、子育て世帯の経済的負担の軽減を図り子
育て環境の整備を推進するため医療費の一部を助成し
ます。平成23年４月から、中学生以下の子どもさんが
町内医療機関を受診した場合、健康保険の一部負担金
が助成されます。助成を受けるために特に申請する必
要はありませんが、以下にご注意願います。

●注意事項
◎町内医療機関を受診した場合のみ助成対象となり、
窓口負担はありません。
　▽町内医療機関　田子診療所、福原医院、宍倉医院、

乗上歯科医院、石亀歯科医院、北村歯科医院
◎お子様が加入されている健康保険証を必ず持参くだ
さい。（本人確認用）
◎所得制限はありませんので、全てのお子様が対象。

（中学生以下）
◎健康保険の適用を受けないものは対象外となりま
す。

★町外医療機関を利用し、右記の②～④の制度に該当
する方は、今までどおり申請が必要です。

田子町の子ども対象医療費助成制度は次のとおりです。

田子町医療助成制度 主な内容

①田子町子ども医療
（H23年4月より実施）

対象年齢 ０歳～15歳（中学
校卒業年度末）まで

所得制限 無し

対象医療機関 町内６医療機関

②田子町乳幼児医療
対象年齢

０歳～３歳
４歳～就学前児童

（自己負担有り）

所得制限 有り

③田子町ひとり親
　医療

対象年齢

０歳～18歳に達す
る年度末までの子
ども及び保護者（ひ
とり親）

所得制限 有り

④田子町重度心身
　障害者医療

対象者

身体障害１．２級及
び内部３級・愛護手
帳Ａ・精神手帳１
級をお持ちの方

所得制限 有り

　※詳しいことは福祉課へお問い合わせください。
☎２０−７１１９

「田子町協働のまちづくり
活動支援事業」を募集します

　町では、皆さまの地域づくりなどの活動を
支援するため、昨年度に引き続き事業を募集
します。今年度は、概算払い制度を設け、募
集期間を拡大しました。
　各自治会・各団体等で話し合っていただき、
暮らしやすい地域づくりを進めていきましょ
う。詳しくは、事前に配布したチラシをご覧
ください。

▼対象となる事業
①地域の環境整備を図る事業（ハード事業）
　※自治会や町内会のみ
②地域資源を活用した事業（ソフト事業）
③人づくり・仕組みづくり事業（ソフト事業）
▼募集期間
　４月１日～12月28日
※申請は随時受付します。ただし、受付は月
単位とし、毎月末を締め切りとします。
▼応募先・お問い合わせ先
　役場総務課企画振興グループ ☎20-7111

▼参考事例　平成22年度実績　　　　　　　　　　　　　単位：円

事業名（団体名） 事業費 補助金確定額

Nishi Rock Festival 事業
（Nishi Rock Festival 実行委員会） 109,010 38,000

農道整備事業（茂市自治会） 188,000 150,000

清水頭健康教室（清水頭自治会） 8,700 8,000

墓地道補修事業（清水頭自治会） 72,250 72,000

日ノ沢地区農道整備事業
（上野自治会） 155,000 150,000

西舘野地域世代間交流会活動事業
（西舘野自治会） 51,055 50,000

熊原川及び河川敷等清掃事業
（熊原川源流を守る連絡協議会） 58,000 50,000

自治会員交流休憩所建築事業
（遠瀬自治会） 161,581 150,000

町道下田子日ノ沢線道路維持事業
（下田子自治会） 160,190 150,000

夢のある農業づくり事業
（未来農業夢にむかう会） 65,000 50,000

スクールバス・コミュニティバス待合
所設置事業（野面生活館協力会） 180,000 150,000
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■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
山
火
事
防
止

　

山
火
事
は
４
月
か
ら
６
月
の

強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
集
中
し

て
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

原
因
の
多
く
が
、
火
の
取
扱
い

の
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
大
切
な

緑
を
、
山
火
事
か
ら
守
り
ま
し

ょ
う
。

『
山
火
事
防
止
に
あ
た
っ
て

注
意
す
る
こ
と
は
？
』

▽
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
場
所
で
、

た
き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い
。

▽
た
き
火
な
ど
火
気
の
使
用
後
、

そ
の
場
所
を
離
れ
る
時
は
完
全

に
消
火
す
る
。

▽
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、

た
き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い
。

▽
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
必
ず
消

す
と
と
も
に
、
投
げ
捨
て
な
い
。

▽
火
遊
び
は
し
な
い
、
さ
せ
な

い
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

情報スクランブル

　

時
々
飛
ん
で
い
る
の
が
見
ら
れ

る
。
田
子
で
見
か
け
る
サ
ギ
は
こ
の

他
に
こ
れ
よ
り
大
型
の
「
ア
オ
サ

ギ
」
と
２
種
類
ぐ
ら
い
だ
と
思
わ
れ

る
。
１
羽
で
い
る
こ
と
が
多
い
。

（
撮
影
地　

田
子
町
石
亀
）

　
〈
日
本
野
鳥
の
会　

会
員
〉

原　

靖
之
（
石
亀
）

田
子
の

　

バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ

「
ダ
イ
サ
ギ
」

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
山
菜
採
り
の
遭
難
をなく

そ
う　

　

間
も
な
く
楽
し
い
山
菜
採
り

シ
ー
ズ
ン
、
遭
難
の
な
い
楽
し

い
山
菜
採
り
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
入
山
は
２
人
以
上
で

▽
行
き
先
、
帰
宅
時
間
を
知
ら

せ
、
緊
急
用
に
携
帯
電
話
を

携
行

▽
万
一
に
備
え
、
食
料
、
ラ
イ

タ
ー
を
持
つ

▽
入
山
前
に
地
形
、
目
印
、
目

標
な
ど
を
確
認
す
る

▽
早
め
の
下
山

▽
万
一
迷
っ
た
ら
、
歩
き
回
ら

な
い
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
音

が
聞
こ
え
た
ら
、
広
い
場
所

に
出
て
タ
オ
ル
な
ど
目
立
つ

物
を
振
る

▽
ク
マ
に
も
注
意

　

鈴
、
ラ
ジ
オ
な
ど
を
活
用

●
「
振
り
込
め
詐
欺
」
に
注
意
！

▽
震
災
被
害
募
金
詐
欺

▽
架
空
請
求
詐
欺

▽
融
資
保
険
金
詐
欺

▽
オ
レ
オ
レ
詐
欺

な
ど
振
り
込
め
詐
欺
は
ま
だ
ま

だ
発
生
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
振
り
込
め
詐
欺
に
は
十
分
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

や
っ
と
咲
き
風
と
た
は
む
る
幾
日
か
短
か
き
命
ゆ
れ
て
舞
ひ

散
る 

貝
守
多
恵

わ
が
胸
の
戸
棚
に
一
つ
伏
せ
て
あ
る
か
り
そ
め
の
恋
色
あ
せ

た
る
や 

貝
守
多
恵

春
が
来
て
花
の
蕾
を
な
が
め
つ
つ
農し

ご

と

作
業
始
ま
る
農
家
を

思
ふ 

山
本
静
枝

始
ま
れ
ば
終
り
の
あ
る
こ
と
痛
切
に
吾
が
生
き
て
来
し
昭
和

ふ
り
か
へ
る 

山
本
静
枝

春
の
雪
中
空
に
舞
ひ
も
つ
れ
合
ふ
裸
木
に
ふ
は
り
花
を
咲
か

せ
る 

新
井
田
衣

さ
く
ら
ば
な
風
雨
の
日
日
を
堪
へ
て
咲
き
散
る
や
散
る
散
る

さ
く
ら
の
吹
雪 

新
井
田
衣

桜は

な花
の
下
の
幸
せ
そ
う
な
人
群
に
め
ぐ
り
逢
ひ
た
き
ひ
と
り

を
思
ふ 

柳
田
麗
子

何
気
な
く
立
寄
る
花
屋
の
花
の
香
が
よ
り
添
ふ
ご
と
く
膚

に
残
れ
る 

柳
田
麗
子

タプコピアン文芸　タプコプ短歌会（代表　柳田麗子） 短
歌



1

●
ぼ
く
も
、
わ
た
し
も

　

今
日
か
ら
１
年
生

　

４
月
７
日
、
真
新
し
い
ラ
ン

ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
、
ぴ
か
ぴ

か
の
１
年
生
28
名
が
入
学
し
ま

し
た
。
お
子
さ
ま
の
ご
入
学
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

入
学
式
で
は
、
昨
年
度
の
３

学
期
に
全
校
児
童
が
取
り
組
ん

で
き
た
一
人
一
鉢
運
動
で
育
て

た
鉢
花
の
花
道
を
、拍
手
の
中
、

元
気
よ
く
入
場
し
ま
し
た
。
大

き
く
腕
を
振
っ
て
、
笑
顔
い
っ

ぱ
い
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
姿
で

の
入
場
で
し
た
。

　

新
入
学
児
童
紹
介
で
は
、
１

学
年
担
任
が
一
人
ず
つ
名
前
を

呼
び
ま
し
た
。
１
年
生
の
み
な

さ
ん
は
、
自
分
の
名
前
が
呼
ば

れ
る
と
、
一
人
一
人
は
っ
き
り

と
し
た
声
で
、「
は
い
っ
」
と

元
気
よ
く
返
事
を
し
て
い
ま
し

た
。
式
の
中
で
の
、
校
長
先
生

を
は
じ
め
、
ご
来
賓
の
方
々
の

お
話
も
、
動
か
ず
に
し
っ
か
り

と
聞
く
こ
と
が
で
き
、
最
後
ま

で
と
て
も
立
派
な
態
度
で
入
学

式
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
日
入
学
さ
れ
た
１
年
生
の

み
な
さ
ん
が
、
早
く
学

校
に
慣
れ
て
、
毎
日
笑

顔
で
、
楽
し
く
元
気
に

学
校
生
活
を
送
ら
れ
る

よ
う
に
、
そ
し
て
、
ラ

ン
ド
セ
ル
の
中
の
た
く

さ
ん
の
夢
や
希
望
を
一

つ
一
つ
か
な
え
ら
れ
る

よ
う
に
、
19
名
の
全
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
、

教
育
活
動
の
充
実
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

学
校
の
話
題
　 

田
子
小
学
校

誕生

●滝川拓
たくと

人（邦浩・杏子）／細野

●工藤光
こうき

生（進一・清子）／関上

●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

お悔やみ
●柳田正雄（88歳）雀ヶ平
●大山兼四郎（97歳）下田子
●市村吉兵衛（90歳）茂市
●中村和義（55歳）夏坂
●櫻川喜作（79歳）関上
●久保尚彦（59歳）干草場
●北村しほ（90歳）南側
●中村文男（72歳）西舘野
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
23
年
３
月
31
日
現
在

世帯数／2262（−７）
人口／6618（−38）
男／3189（−17）
女／3429（−21）

（　）内は前月比です

広報たっこ2011年５月号（平成23年４月20日発行）通算第618号 ◆発行・編集＝田子町　青森県三戸郡田子町大字田子字天神堂平81 ／電
話 (0179)32-3111( 代表 ) ／ FAX(0179)32-4294［制作印刷］有限会社 赤坂コピーライツジム八戸本社＝青森県八戸市大字妙字大開98-5 TEL ＆ FAX 
(0178)25-6666 田子支社＝青森県三戸郡田子町大字田子字天神堂向136 TEL ＆ FAX (0179)32-4531

●平成23年県内の交通事故概況

飲酒運転による死者

高齢者の死者（65歳以上の人）

自動車乗車中の死者

非着用死者

着用していれば助かった
と思われる人

０人
（±０）

５人
（−４）

３人
（−１）

０人
（−２）

０人
（±０）

死
者
の
状
態

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

※（　）内は対前年比です。また、速報値のため後日変更することがあります。

青森県交通対策協議会　平成23年３月31日現在

	 ３月中	 ３月末累計

	 418件	 1445件
	 （−16）	 （−47）

	 ４人	 10人
	 （±０）	 （−１）

	 494人	 1775人
	 （−40）	 （−65）

発
生

死
者

傷
者

●5月2日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●5月6日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
●5月9日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●5月11日（水）
　こども健診
　（せせらぎの郷）午前9:30〜11:30
●5月12日（木）
　デイケア
　（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
●5月13日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●5月16日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00

●5月18日（水）
　個別接種
　（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00
●5月20日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●5月23日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●5月25日（水）
　個別接種
　（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00
●5月26日（木）
　デイケア
　（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
●5月27日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
　なるほど500kcal 教室
　（せせらぎの郷）午前11:00〜午後1:00

健康・介護に関するご相談は
せせらぎの郷へ ☎20-7100

5月の主な保健・介護予防事業予定表


